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 レーザーによる齲蝕予防の観点から, 健全エナメル質に レーザーを照射して生 じる耐酸性 につ
 いて多くの基礎的研究がなされているが, エナメル質初期齲蝕に対するレーザー照射効果につい
 ての研究は, まだ殆んどなされていないのが現状である。 本研究では, 人工的に形成したユナメ
 ル質初顔齲蝕 (白斑) に超音波Qスイッチ N6:YAG レーザーを照射し, その変化を形態学的に
 検索するとともに, レーザー照射白斑の蓑履下脱灰がその進行を抑制される可能性があるかどう
 かについて検討した。 実験方法としては, ヒトの抜去健全永久大臼歯エナメル質に白斑を作成 し
 た後, 超音波Qスイッチ Nδ:YAG レーザーを照射し, 歯質変化, 耐酸性および脱灰進行抑制
 等について形態学的および物理学的に検索した。 その結果以下の結論を得た。
 i. レーザー非照射白斑を酸処理した表面の走査型電子顕微鏡による観察から, 白斑と正常エ
  ナメル質とでは, 酸に対する溶解性に・差があることが認め られた0
 2. 酸処理した し・一ザー照射由斑の表面と割断篇とをそれぞれ走査型電子顕微鏡で観察した結
  果, 表面はいずれも平滑であり酸に対する溶解性が低下していることが認められた。
 3. 一般にレーザーを照射した白斑を 14 類間脱灰液に浸漬した場合, マイク・ラジオグラフィ
  で観察すると, 白斑の表層下には常にX線不透過像が繊現し, とくに2日間脱灰して形成し
  た白斑に レーザーを 0.8秒間照射したものでは, 表暦下に明瞭な層板構造が認められた。 偏
  光顕微鏡による観察から, 腰板構造は, 等方性を示し, dark zo獄e と考えられた。
 4. 楚査型電子顕微鏡による観察から, レーザー照射後, 長期間脱灰液に浸潰しても白斑には
  変化がみ られず, レーザー照射白斑部エナメ ル質では酸溶解性が著しく低下していること が
  明確となった。 またこのような磯斑をi4田間脱灰液中に浸漬した脱灰液中の Ca 濃度は, 原
  子吸光分光光度計で分析した結果, 著明な減少を示していた。 さらに, レーザー照射白斑部
  表騰下は, 14日間脱灰しても安定した Ca の強度分布を示すことが, X線マイク・アナラィ
  ザーによる Ca の線分析の結果明らかとなった。
 5. レーザー照射白斑の経時的な脱灰実験では, このような層板構造が比較的早期に出現し,
  徐々にX線不透過像が増大 し再石 灰化現象と類似 した所見を呈することが認め られた。
 6. レーザーを照射した白斑を7日間再石灰化液に浸漬し, マイクロラジオグラフィで観察し
  た結果, 表属下にX線不透過像の増大が認められた。
 以上の結果か航 全ての現象は, レーザーの熱効果によってエナメル質表面に平滑化が生じ,




 レーザーを照射したエナメ ル質に強い耐酸性が生 じることか ら, レーザーによる齲蝕予防が 注
 濡され, エナメル質に対する レーザー照射による耐酸性の本態に関する基礎研究が活発に行 なわ
 れ, また鵬床的にも レーザーによる齲蝕予防の試みが開始されようとしている。 しかし従来のレ
 ーザー照射によるエナメル質耐酸性の研究は, すべて健全歯に対するものであり, 初蠣エナメル
 質齲蝕に蛸する レーザー照射の影響や効果についての研究はまだ全く行なわれていない。
 本研究は, 人工的に作成した初期エナメル質齲蝕・白斑に超音波Q スイ ッチ Nd:YAG レー
 ザーを照射 し, エナメル質の変化, 耐酸性および脱灰進行抑制などについて形態学的ならびに物
 理学的に験索を行なったものである。 実験に用いた歯は, 健全なヒト上下顎永久大臼歯 300 本で
 ある。 実験歯のエナメル質にまず人工的に白斑を作成した後, 超音波Qスイッチ Nd:YAG レー
 ザーを照射 し, 照射白斑の変化を走査電子顕微鏡および光学顕微鏡で観察し, さらにレーザー照
 射白斑を14日間, 脱灰液に浸漬 し白斑の脱灰進行が抑舗されるかどうか顕微鏡学的および物 理 学
 的に検索している。 その結果, 以下のような、点を明らかにした。
 L レーザー非照鮒白斑は正常なエナメル質よりも酸に対して溶解性が高くなっている。
 a レーザー照射白斑の表面を走査電子顕微鏡で観察すると, 非照射の白斑の表面より平滑と
  なってい る0
 3. レーザー照射白斑を廻類問脱灰液に浸漬した実験では, 照射白斑には鵬らかな酸溶解性の
  低下が認められ, X線マイク・アナライザーによる Ca の線分析では, 照射白斑は安定した
  Ca の強度分布を示している0
 4. 廻田間脱灰したレーザー照射白斑部のマイク・ラジオグラムでは, 白斑の表層下に常にX
  線不透過像が出現しており, なかには明瞭な層板構造を呈しているものも認められる。 この
  ようなX線不透過像は脱灰早期に錯現し, 徐々に増大 し, 再石灰化現象とよく類 似 してい
  る。
 以上のことから本論文では, レーザーを照射 した白斑には明瞭な耐酸性が生 じていること を 明
 らかにするとともに, レーザー照射白斑の表面が非照射白斑の表面より平滑になっていることか
 ら, 酸溶解性の低下は白斑表面からの酸の浸透性の阻止によるものであることを示唆し, またレ
 ーザー照射白耀の内部にX線不透過像が出現し, 増大することから, レーザー照射白斑には, そ
 れ虜体にも抗う蝕性が生じていることを示唆している。 このような本砺究における成果は, レー
 ザーが齲蝕の予防に使えるだけでなく, 初期エナメ ル質齲蝕の治療にも応用できる可能性を示 し
 たものであ り, 臨床における初期エナメル質齲蝕の治療法に1っの新 しい方向を示唆 した基 礎 的
 研究であると言え る。 よって本論文は学位授与に十分値するものと認める。
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